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変わり兜展3― 新収蔵の変わり兜と甲冑紹介 ―

は
じ
め
に

　

五
月
の
節せ

っ

句く

を
飾
る
武む

者し
ゃ

人
形
の
兜か

ぶ
と

や
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

は
、
日
本
の
武
士
の
勇
ま
し
さ
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
現
在
の
私
た
ち
の
意
識
や
文
化
の
中
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
者
人
形
は
、
平へ

い

安あ
ん

時
代

末
の
甲
冑
が
モ
デ
ル
で
す
が
、
実
際
の
兜
や
甲

冑
は
、
以
後
江え

戸ど

時
代
の
終
わ
り
ま
で
作
成
技

術
が
様
々
に
改
良
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
見
て
い
く
こ
と
で
、

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

展
示
で
は
、
お
も
に
平
成
十
三
年
以
降
、
ほ

ぼ
十
年
間
で
新
た
に
本
館
が
収
蔵
し
た
、
福ふ

く

岡お
か

藩は
ん

主し
ゅ

や
家
臣
の
資
料
な
ど
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
の

奇
抜
な
変
わ
り
兜
や
、
甲
冑
な
ど
を
展
示
し
、

桃
山
時
代
の
終
わ
り
か
ら
江
戸
時
代
の
武ぶ

家け

の

歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
星
兜
と
筋
兜
の
変
わ
り
兜

　

五
月
人
形
の
兜
で
お
な
じ
み
の
星
兜
は
、
平

安
時
代
の
末
頃
に
出
現
し
た
も
の
で
す
。
当
時

の
兜
の
鉢は

ち

は
、
ほ
そ
い
鉄
板
を
十
数
枚
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
半
球
形
を
作
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
止

め
る
鋲び

ょ
う

が
星
に
見
え
る
の
で
、
星
兜
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
時
代
が
下
が
る
と
鋲
の
部
分
を
打
ち

つ
ぶ
し
て
筋
の
よ
う
に
す
る
筋す

じ

兜
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
鉄
板
も
、
ほ
そ
い
も
の
を
つ
ぎ
合
わ

せ
て
枚
数
を
増
や
す
と
、
重
な
り
（
継
ぎ
）
部

分
が
二
重
に
な
り
、
防
御
力
が
増
す
た
め
、
戦

乱
が
激
し
く
な
る
戦
国
時
代
に
は
六
十
二
間
な

ど
の
兜
が
出
現
し
ま
し
た
。
太
平
の
世
と
な
っ

た
江
戸
時
代
に
は
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
に
出

現
し
た
当と

う

世せ
い

兜
よ
り
も
、
伝
統
の
復
古
調
と
し

て
好
ま
れ
、
引
き
続
き
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
当
世
兜
①
頭
形
兜
と
桃
形
兜

　

戦
乱
の
続
く
室
町
時
代
中
頃
以
降
の
戦
国
時

代
に
は
、
何
枚
か
の
曲
が
り
の
つ
い
た
鉄
板
を

貼
り
合
わ
せ
、
簡
単
に
つ
く
れ
て
し
か
も
防
御

力
の
あ
る
当
世
兜
が
主
流
と
成
り
ま
し
た
。
多

く
つ
く
ら
れ
た
の
は
頭
の
形
に
合
わ
せ
た
頭
形

兜
で
す
。
鉄
板
の
貼
り
合
わ
せ
か
た
の
違
い
な

ど
で
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
桃も

も

形な
り

兜
は
文
字

通
り
桃
の
形
に
鉄
板
を
貼
り
合
わ
せ
ま
す
が
、

当
時
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
南な

ん

蛮ば
ん

の
兜
な
ど
の
影

響
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
左
右
の
カ
ー
ブ
で
敵
の

打
撃
力
を
そ
ら
せ
る
利
点
も
あ
り
、
初
代
福
岡

藩
主
黒く

ろ

田だ

長な
が

政ま
さ

の
大だ

い

水す
い

牛ぎ
ゅ
う

脇わ
き

立だ
て

桃
形
兜
が
有
名

で
す
。
ま
た
一
一
代
藩
主
長な

が

溥ひ
ろ

も
先
祖
に
あ
や

か
る
た
め
大
水
牛
の
桃
形
兜
を
つ
く
り
ま
し
た
。

4、六十二間星兜 ･紺糸威二枚胴具足

9、鉄錆地頭形兜 ･紺糸威七枚胴具足 6、黒漆塗頭形兜（前立を取ったところ）



（
３
）
当
世
兜
②
烏
帽
子
形
兜
と
突
盃

　

当
世
兜
の
な
か
で
、
も
う
一
つ
の
主
流
は
、

兜
の
形
自
体
を
、
鉄
板
を
貼
り
合
わ
せ
る
際
に
、

お
も
し
ろ
い
形
に
変
え
て
作
る
も
の
で
す
。
流

行
し
た
も
の
に
は
武
士
の
か
ぶ
り
物
だ
っ
た
烏

帽
子
（
え
ぼ
し
）
な
ど
の
形
に
に
せ
た
烏
帽
子

形
兜
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
鉄
板
で
つ
く
れ
な
い

場
合
は
、
和
紙
な
ど
で
烏
帽
子
の
形
を
作
り
漆

で
固
め
、
頭
形
兜
に
か
ぶ
せ
る
張は

り

懸か
け

の
方
法
も

あ
り
ま
し
た
。
当
世
兜
で
は
先
の
と
が
っ
た
形

も
好
ま
れ
突
盃
（
と
っ
ぱ
い
）
と
呼
ば
れ
、
椎し

い

の
実
な
ど
の
木
の
実
や
、
円え

ん

錐す
い

、
角か

く

錐す
い

な
ど
の

図
形
的
な
も
の
な
ど
様
々
で
す
。
い
ず
れ
も
兜

の
上
の
部
分
は
空
間
が
あ
い
て
お
り
、
兜
の
中

に
は
頭
を
保
護
す
る
厚
い
布
が
張
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
４
）
描
か
れ
た
変
わ
り
兜
と
武
将
・
武
士
像

　

変
わ
り
兜
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
戦
国
時
代
に
生

き
た
武
将
や
武
士
の
強
い
個
性
を
表
す
も
の
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
本
館
に
残
さ
れ
た
武
士
の
肖

像
画
に
も
、
変
わ
り
兜
を
着
用
し
て
い
た
姿
や
、

愛
用
品
や
ゆ
か
り
の
品
と
し
て
、
変
わ
り
兜
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
藩
の
初
期
の
重
臣
と
し
て
有
名
な
黒
田

二に
じ
ゅ
う
よ
ん

十
四
騎き

の
う
ち
、
菅か
ん

和い
ず
み
の
か
み

泉
守
正ま
さ

利と
し

は
、
巻
貝

の
変
わ
り
兜
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
鹿
角

前
立
て
の
頭
形
兜
も
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
く
二
十
四
騎
の
一
人
野の

口ぐ
ち

一か
ず

成な
り

は
、
頭
形
に

朱し
ゅ

塗ぬ
り

り
の
脇
立
兜
の
姿
が
有
名
で
す
。
島
原
の

乱
に
参
陣
し
た
大お

音お
と

宗そ
う

閑か
ん

は
、
功
績
で
二
代
藩

主
黒
田
忠た
だ

之ゆ
き

か
ら
拝
領
し
た
兜
を
背
に
し
た
肖

像
画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

 

（
又
野
誠
）

出
品
資
料
一
覧

1
、
鍬く

わ

形が
た

前
立
十
二
間
星
兜
・
赤あ

か
い
と
お
ど
し

赫
威
鎧
（
複
製
） 

一
領

　
　

昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年　

藤
波
天
波
作

　
　

鉢
高
一
五
、
四　

胴
高
三
六
、
五

2
、
六
十
二
間
星
兜･

紺
糸
威
二
枚
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
一
六
、
七　

胴
高
三
九
、
五

3
、
魅し

か
み

前
立
六
十
二
間
星
兜･

紺
糸
丸
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
一
五
、
六　

胴
高
四
〇
、
四

4
、
魅
前
立
六
十
二
間
星
兜･

紺
糸
威
二
枚
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
一
七
、
〇　

胴
高
三
九
、
〇

5
、
鉄て

つ

錆さ
び

地じ

十
六
間
筋
兜 

一
頭

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
二
〇
、
一　

胴
高
四
四
、
七

6
、
黒
漆
塗
頭ず

形な
り

兜 

一
頭

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
二
八
、
九　

胴
高
四
三
、
五

7
、
黒
漆
塗
日ひ

根ね

野の

頭
形
兜 

一
頭

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
三
〇
、
五　

胴
高
三
七
、
〇

8
、
黒
漆
塗
桃も

も

形な
り

兜･

桶お
け

側が
わ

二
枚
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
二
一
、
四　

胴
高
三
七
、
〇

9
、
鉄
錆
地
頭
形
兜･

紺
糸
威
七
枚
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
一
八
、
二　

胴
高
三
七
、
五

10
、
橘

た
ち
ば
な前

立
茶
漆
塗
烏
帽
子
形
兜
・
茶
漆
塗
紺
糸
威
丸
胴　

　
　

具
足 

一
領                              

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
三
六
、
四　

胴
高
四
〇
、
六

11
、
黒
漆
塗
烏え

帽ぼ

子し

形
兜･

緑
革
糸
威
丸
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
三
六
、
〇　

胴
高
四
〇
、
五

12
、
六ろ

っ

角か
く

錘す
い

突と
っ

盃ぱ
い

形
兜･

黒
糸
威
丸
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
二
七
、
〇　

胴
高
三
二
、
五

13
、
黒
漆
塗
椎し

い
の
み実

形
兜･

紺
糸
威
桶
側
二
枚
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
二
〇
、
五　

胴
高
四
六
、
二

14
、
菅
和
泉
守
正
利
肖
像 

一
幅

　
　

江
戸
時
代
、
尾
形
洞
霄
画　

　
　

縦
一
〇
五
、
五　

横
三
六
、
七

15
、
黒
漆
塗
鹿し

か

角づ
の

脇
立
頭
形
兜 

一
頭

　
　

桃
山
時
代　

鉢
高
一
九
、
五

16
、
野
口
一
成
肖
像 

一
幅

　
　

寛か
ん

政せ
い

五
（
一
七
九
三
）
年　

亀か
め

井い

南な
ん

冥め
い

賛

　
　

縦
一
〇
一
、
三　

横
四
一
、
四

17
、
朱
漆
塗
刳く

り

半は
ん

月げ
つ

脇
立
頭
形
兜
・
紺
糸
威
丸
胴
具
足 

一
領

　
　

桃
山
〜
江
戸
時
代　

鉢
高
一
七
、
五

18
、
宗
閑
居
士
（
大
音
重し

げ

次つ
ぐ

）
像 

一
幅

　
　

江
戸
時
代
前
期　
　

縦
一
〇
一
、
三　

横
四
一
、
四

19
、
黒
漆
塗
宝ほ

う

剣け
ん

前
立
烏
帽
子
形
兜 

一
頭

　
　

江
戸
時
代
前
期
、
鉢
高
四
一
、
五

20
、
黒
田
長
政
像 

一
幅

　
　

文ぶ
ん

政せ
い

元
（
一
八
一
八
）
年　

縦
一
〇
一
、
三

21
、
黒
漆
塗
大
水
牛
脇
立
桃
形
兜
・
紺
糸
威
丸
胴
具
足 

一
領

　
　

江
戸
時
代
、
鉢
高
二
二
、
四　

黒
田
長
溥
所
用

22
、
懐

ふ
と
こ
ろ
だ
か
ら

宝
甲
冑
速
用
便
覧 

一
冊

　
　

江
戸
時
代　

北
条
鱗
斎
編　

縦
八
、
五　

横
一
八
、
〇

23
、
具ぐ

足そ
く

着き

方か
た

手て

順じ
ゅ
ん

乃の

歌う
た 

一
冊

　
　

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年　

国
宝
堂
十
朋
著

　
　

折
本　

縦
一
六
、
五　

横
五
、
八

○
資
料
・
作
品
保
護
の
た
め
、
期
間
中
一
部
展
示
替
え
を
し

　

ま
す
。
な
お
展
示
資
料
は
す
べ
て
本
館
収
蔵
資
料
。

（
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
　々

順
不
同
、  

敬
称
略
）

清
沢
又
四
郎
、
武
部
自
一
、
寺
澤
晃
造
、
星
野
宜
義
、
藤
田

和
生
、
周
防
憲
男
、
大
音
繁
太
、
加
藤
正
秀
、
大
神
茂
弘
、

中
村
英
司
、
菅
享

（
参
考
文
献
）笹
間
良
彦
『
図
録
日
本
の
甲
冑
武
具
事
典
』

（
一
九
八
一
年　

柏
書
房
）、『
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
黒
田
家
の

甲
冑
と
刀
剣
』（
一
九
九
四
年　

福
岡
市
博
物
館
）な
ど
。

福 

岡 

市 

博 

物 

館 

〒
八
一
四
―
〇
〇
〇
一
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岡
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☎
〇
九
二
・
八
四
五
・
五
〇
一
一

11、黒漆塗烏帽子形兜 ･緑革糸威胴丸具足


